
研究活動一覧
（本誌掲載分省略）

関　下　　　稔（朝　日　　　稔）

〈著　書〉

『ITの国際政治経済学─交錯する先進国・ 晃洋書房 2004年２月
途上国関係』（共編著）

『統合と分離の国際政治経済学─グローバリゼーション ナカニシヤ出版 2004年４月
の現代的位相』（共編著）

『グローバル戦略の新世紀パラダイム』（共著） 晃洋書房 2004年12月

〈論　文〉

「多国籍企業の海外子会社とはなにか（２）─企業 『立命館国際地域研究』 2004年３月
組織論的アプローチの批判的検討─」 第22号

安　齋　育　郎

〈著　書〉

『ヒバクの島マーシャルの証言─いま，ビキニ水爆 かもがわ出版 2004年３月
被災から学ぶ─』（共著）

『こっくりさんはなぜ当たるのか』 水曜社 2004年７月

『イラク後のアメリカの戦略と世界平和』（共著） かもがわ出版 2004年７月

『ビジュアルブック語り伝える広島・長崎』全５巻 新日本出版社 2004年10－12月

NHK人間講座テキスト『だます心だまされる心』 NHK出版 2004年11月

〈翻　訳〉

『非戦の人ジャネット・ランキン─アメリカの良心と 水曜社 2004年８月
呼ばれた女性』（共訳）

安　藤　次　男

〈著　書〉

『人間の安全保障：世界危機への挑戦』（共編） 東信堂 2004年11月

板　木　雅　彦

〈論　文〉

「1992年以降のアメリカ対外直接投資と過剰資本」 中村雅秀・奥田宏司・田中祐二編著 2004年12月
『グローバル戦略の新世紀パラ
ダイム』晃洋書房
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及　川　正　博

〈論　文〉

“Terror of Failure” and “Guilt for Success”： Ritsumeikan Annual Review 2004年12月
The American Dream in the Great Depression and of International Studies Vol.3
Arthur Miller's The Man Who Had All the Luck

大　島　堅　一

〈著　書〉

「グローバル汚染時代の政策課題と展望」 関下稔・小林誠編『統合と分離 2004年４月
の国際政治経済学』
ナカニシヤ出版

「中国のエネルギー安全保障」 渡辺利夫・寺島実郎・朱建栄編 2004年10月
『大中華圏』岩波書店

「安全保障と環境問題─軍事活動による環境破壊を 佐藤誠・安藤次男編『人間の 2004年11月
中心に」 安全保障：世界危機への挑戦』

東信堂

〈論　文〉

「21世紀のエネルギー政策と日本の課題」 『環境と公害』第34巻第１号 2004年７月
岩波書店

「アメリカ・テキサス州のRPS制度の実際」（共著） 『環境と公害』第34巻第１号 2004年７月
岩波書店

〈翻　訳〉

Kim Jung Wk, Kim J.D., J. Byrne, Y.D. Wang 『環境と公害』第33巻第３号 2004年１月
「韓国に於ける維持可能なエネルギー政策に向けた 岩波書店
経験と課題」（共訳）

〈報　告〉

「サステイナブル・ソサエティーとエネルギー」（共著）『環境と公害』第33巻第３号 2004年１月
岩波書店

〈書　評〉

「都留重人著『体制変革の展望』」 『環境と公害』第33巻第４号 2004年４月
岩波書店

〈講　演〉

「COP９報告」 地球環境と大気汚染を考える 2004年１月
全国市民会議（CASA）

「地域発の温暖化防止システムの構築」 「地球温暖化防止シンポジウム 2004年１月
県民が主役の地球温暖化防止
～地域発CO2削減の新たな展
開～」三重県
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〈座談会〉

「21世紀のエネルギー政策を考える」 『環境と公害』第34巻第１号 2004年７月
岩波書店

大　空　　　博

〈論　文〉

「テロとの戦い―報道と現実の間 『立命館言語文化研究』 2004年３月
―９・11から“ブッシュの戦争”まで―」 第15巻４号

〈その他の文筆活動〉

「独裁者フランコ統領の死」 『とっておきの話（５）』 2004年11月
日本記者クラブ

小　木　裕　文

〈論　文〉

「福州新移民の動向と僑郷の変容について」 『問題と研究』第33巻11号 2004年８月
問題と研究出版

「新馬華文文学研究在日本」 『新世紀学刊』第４期 2004年10月
欺雅舎出版

奥　田　宏　司

〈著　書〉

『グローバル戦略の新世紀パラダイム』（共編著） 晃洋書房 2004年12月

夏　　　　　剛

〈論　文〉

「M（毛沢東）感覚・C（中国）感覚」と「J（日本） 『立命館言語文化研究』 2004年２月
感覚・ I（国際）感覚」の多変数：地球化時代の東北 15巻３号
亜細亜を読み解く新機軸の試掘」

〈学会発表〉

「“文化縁・文化溝・文化力”―東北亜細亜の融合の 中国社会科学院日本研究所・ 2004年10月
可能性と障碍の一側面」 立命館大学国際地域研究所

共催国際シンポジウム「東北
アジア地域協力への道―
基礎条件と展望」

〈講　演〉

「“国際互聯網
イ ン タ ー ネ ッ ト

”時代の新しい水平」 『あした』37巻９号 2004年９月
あしたの会
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加　藤　恒　彦

〈論　文〉

「キャリル・フィリップスの『内奥の地』論―エリート 『黒人研究の世界』 2004年６月
黒人の悲劇―」 青磁書房

「『最終航海』―植民地主義の負の遺産」 『カリブの風―英語文学と 2004年10月
その周辺―』

〈書　評〉

荒このみ著『アフリカン・アメリカン文学論』 『週刊読書人』８月27日 2004年８月

君　島　東　彦

〈論　文〉

“Peace Vision of the Japanese Constitution: Democratic Legal Studies, 2004年２月
How Can Peace Be Achieved in East Asia? ” vol. 25 Democratic Legal 

Studies Association (Korea)

「平和をつくる主体としてのNGO」 三好亜矢子・若井晋・孤崎知己・ 2004年３月
池住義憲編『平和・人権・NGO』
新評論

「『武力によらない平和』の構想と実践」 『法律時報』76巻７号 2004年６月

“The Peace Vision of the Japanese Constitution” J. Nergelius, P. Policastro and 2004年12月
K. Urata (eds.),Challenges of
Multi-Level Constitutionalism

〈学会発表〉

「紛争予防，市民社会の役割，日本国憲法─ 日本平和学会2004年度春季研 2004年６月
非暴力平和隊にも触れて」 究大会「平和学の方法と実践」

分科会

「NGOの民主的正統性」 国際人権法学会第16回大会 2004年11月

〈講　演〉

「イラク攻撃後の世界と市民の役割」 北海道歴史教育者協議会合宿 2004年１月
研究会

「平和をつくる私たちの課題─行動する市民， 苫小牧男女平等参画推進協議 2004年２月
女性の権利，日本国憲法」 会・社会参画フォーラム

「国際社会における正義と憲法」 アジア女性資料センター2004年度 2004年５月
総会

「平和構築の現状と課題─平和をつくりだす地球市民」 県立広島女子大学学術講演会 2004年７月

「市民平和活動の時代─世界の平和NGOと みのお市民活動センター 2004年10月
日本国憲法」

「憲法24条がめざすもの」 京都YWCA 2004年10月

「９条でつくる世界の平和─市民平和活動の時代」 11・３憲法のつどい（広島） 2004年11月
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「東アジアの平和と日本国憲法」 日本国際法律家協会第27回 2004年12月
定期総会

〈シンポジウム〉

「日本国憲法は東北アジアの平和についてどう考えて シンポジウム・東北アジアの 2004年２月
いるのか？」 平和構築　日本弁護士連合会
「平和づくりって何？─NGOがしていること， ＜学び・未来・NGO＞シンポ 2004年６月
私たちにできること」 ジウム実行委員会

〈その他の分筆活動〉

「平和をつくる民衆の努力の中に憲法九条を 『季刊ピープルズ・プラン』 2004年２月
再定位する」 第25号

「NGOによる平和構築」 『大阪経済法科大学法学部公開 2004年３月
シンポジウム─シティズンシ
ップと法教育─』

「イラク攻撃後の世界と市民の役割」 『北海道歴史教室』180号 2004年７月

「国際社会における正義と憲法」 『女たちの21世紀』39号 2004年７月

「『普通の近代国家』を超えるプロジェクトとしての 『女のスペースおん通信』 2004年10月
日本国憲法」 136号

「NGOの平和構築が憲法の平和主義を具体化する」 『論座』2004年12月号 2004年12月

Jay KLAPHAKE

〈論　文〉

“History as Restorative Justice” 『龍谷法学』第36巻第４号 2004年３月

“Rapid Change and the Re-making of the Hmong 『立命館産業社会論集』 2004年９月
Community of Minnesota，U.S.A. ”（共著） 第40巻第２号

“(Re)-making the Minnesota，U.S.A. Hmong NGO 『立命館産業社会論集』 2004年12月
Community : Negotiating the Transition from 第40巻第３号
Human Services to Economic Development ”（共著）

〈学会発表〉

“Transcending Borders: Learning to Resolve Peace as a Global LanguageⅢ 2004年９月
Conflict in the International Institute ”

“Adapting to Exile” Centre for Cross-Cultural 2004年11月
Research，An Australian
Research Council Special
Research Center，The 
Australian National University

“The Third Wave: Law，Politics，NGO's，and Centre for Cross-Cultural 2004年11月
the (Re)-Making of the Minnesota Hmong Diasporic Research，An Australian
Identity” Research Council Special

Research Center，The 
Australian National University
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小　林　　　誠

〈著　書〉

『統合と分離の国際政治経済学─グローバリゼーション ナカニシヤ出版 2004年４月
の現代的位相』（共編著）

〈論　文〉

「テロリズムからグローバルな内戦へ─時空の圧縮， 『力の意志』 2004年５月
暴力の暗転─」

「拡散する暴力，転移する権力─『人間の安全保障』の 佐藤誠・安藤次男編『人間の 2004年11月
臨界点」 安全保障：世界危機への挑戦』

東信堂

〈研究発表〉

「日本外交の新しいかたち」 「政策シンポジウム：アジア共生 2004年７月
の公共政策をデザインする」
公共政策研究会，（財）生活
経済政策研究会，アジア共同
体研究会，日中関係学会共催

佐　藤　　　誠

〈著　書〉

『人間の安全保障：世界危機への挑戦』（共編） 東信堂 2004年11月

〈論　文〉

「日本のアフリカ援助外交」 北川勝彦・高橋基樹編 2004年11月
『アフリカ経済論』
ミネルヴァ書房

‘From Foreign Workers to Minority Residents: Ritsumeikan Annual Review 2004年12月
Diversification of International Migration in Japan’ of International Studies Vol.3

〈招待報告〉

Japanese Aid Diplomacy in Africa: A Historical Guest Talk at International 2004年10月
Analysis Politics of Africa, MSc in 

International Relations, 
London School of Economics

Anna SEABOURNE

〈学会発表〉

Learning in the age of globalisation: Peace as a Global LanguageⅢ 2004年９月
The Japanese context

Transcending Borders: Learning to Resolve Conflict Peace as a Global LanguageⅢ 2004年９月
in the International Institute
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〈その他〉

H805, Understanding Flexible and Distance http://iet.open.ac.uk/ 2003年２月～
Education, Part of the Open University’s Masters coursesonline/ode/index.cfm 2004年10月
in Online and Distance Education.

Giorgio SHANI

〈著　書〉

「グローバリゼーションとアイデンティティ」 関下稔・小林誠編『統合と分離 2004年４月
の国際政治経済学』
ナカニシヤ出版

「グローバリゼーション・人間の安全保障・『テロとの 佐藤誠・安藤次男編『人間の 2004年11月
戦い』―南アジアへの影響」 安全保障：世界危機への挑戦』

東信堂

〈論　文〉

‘Rebranding  India: Globalization, Hindutva and Ritsumeikan Anuual Review 2004年12月
the 2004 Elections of International Studies Vol.3

〈学会発表〉

‘Rebranding India: Globalization, Hindutva and ８ th Asian Studies Conference 2004年６月
Sikh Identity’ Japan

‘A Revolt Against the West: Religious Diasporas ５ th Pan-European International 2004年９月
and International Relations’， Relations Conference，

〈書　評〉

“Partition and Genocide”， Contemporary South Asia, 2004年
Volume 12, Number ２
Taylor and Francis

Mark SELZER

〈論　文〉

International Market Principles and Private Ritsumeikan Annual Review 2004年12月
University Reform in Japan of International Studies Vol.3

〈学会発表〉

Transcending Borders: Learning to Resolve Peace as a Global LanguageⅢ 2004年 9 月
Conflict in the International Institute 

高　橋　伸　彰

〈著　書〉

『生活様式と都市産業』 岩波講座『都市の再生を 2004年11月
考える』第４巻第６章
岩波書店

（ 461 ） 151

研究活動一覧



〈調査報告〉

『政府統計の作成・利用における問題点と政策決定 社会文化研究センター調査 2004年７月
に及ぼす影響―少子・高齢化問題をケース・スタデ 報告書
ィにして―』

〈書　評〉

ジリアン・テッド，武井楊一訳 『日本経済新聞』 2004年５月
『セイビング・ザ・サン』

チャルマーズ・ジョンソン，村上和久訳 『日本経済新聞』 2004年10月
『アメリカ帝国の悲劇』

〈講　演〉

「J.M.ケインズ『一般理論』を読む」 古典講座（京都精華大学主催） 2004年６月

「グローバル化と日本の課題―小泉構造改革の中間 日本経済研究センター主催 2004年９月
総括―」 セミナー

〈その他の文筆活動〉

「郵政民営化に対する尽きない疑問」（単著） 『世界』2004年12月号 2004年11月
岩波書店

〈その他〉

「読み・解く」（経済） 『朝日新聞』２月～10月 2004年2─10月

「現代のことば」 『京都新聞』１月～12月 2004年1─12月

高　橋　正　義

〈学会発表〉

「企業文化と競争力」 日本戦略経営協会 2004年11月

〈その他〉

「食文化変容とコメ文化」 ジョモケニヤッタ大学 2004年２月

竹　内　隆　夫

〈論　文〉

「泰国的経済発展与東北部農村」 『南洋資料譯叢』No.154 2004年６月
2004年第２期
厦門大学南洋研究院

「東北タイ農村の兼業化と持続性への展望」 日本村落研究学会編 2004年11月
『年報村落社会研究』第40集
農山漁村文化協会
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龍　澤　邦　彦

〈論　文〉

「人間の安全保障とクローニング」 『人間の安全保障：世界危機 2004年11月
への挑戦』東信堂

中　川　涼　司

〈著　書〉

『ITの国際政治経済学─交錯する先進国・途上国 晃洋書房 2004年２月
関係』（共編著）

〈論　文〉

「中台半導体産業と両岸関係」 関下稔・中川涼司編『ITの 2004年２月
国際政治経済学』晃洋書房

「IT化の国際政治経済学的帰結」 関下稔・中川涼司編『ITの 2004年２月
国際政治経済学』晃洋書房

「中国 IT産業の競争優位と政府の役割─2000年 関下稔・小林誠編『統合と 2004年４月
以降の構造変化」 分離の国際政治経済学』

ナカニシヤ出版

「中国のWTO加盟と市場構造─電気通信業を 『アジア経営研究』第10号 2004年５月
中心に─」 アジア経営学会

〈調査報告〉

「ワークショップ『北東アジア平和と繁栄の諸条件 『立命館国際地域研究』 2004年３月
─地域協力の現状と課題─』と仁川（インチョン） 第22号
調査」（共著）

〈講　演〉

「東北アジアの経済協力と経済成長」 立命館大学土曜講座 2004年６月

〈その他〉

徐濤（福岡大学大学院）報告「日中総合商社の比較 日本国際経済学会関西支部総会 2004年６月
および中国流通改革」へのコメント

長　須　政　司

〈論　文〉

Ownership in Cambodia: Review of process of 政策研究大学院大学　GRIPS 2004年11月
preparing Poverty Reduction Strategy Paper ホームページ開発フォーラム

http://www.grips.ac.jp/forum/
pdf04/CAownership.pdf

〈調査報告〉

「財政」 『ラオス，カンボジアの債券市場 2004年３月
育成・整備のための調査』
財務省国際局
http://www.mof.go.jp/jouhou/
kokkin/tyousa/1603raokan-7.pdf
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原　　　毅　彦

〈著　書〉

『文化人類学文献辞典』（共編） 弘文堂 2004年12月

〈その他の文筆活動〉

「レヴィストロース　悲しき熱帯」 『現代思想』第32巻第11号 2004年９月

姫　岡　とし子

〈著　書〉

『ジェンダー化する社会─労働とアイデンティティの 岩波書店 2004年３月
日独比較史』

『21世紀のジェンダー論（改訂版）』（共編著） 晃洋書房 2004年７月

〈書　評〉

Tamara K. Hareven, The Silk Weavers of Kyoto: 『家族社会学研究』第16巻第１号 2004年７月
Family and Work in a Changing Traditional
Industry

アンドレア・ゲルマー著『日本における女性史研究 『女性史学』第14号 2004年７月
─高群逸枝の『女性の歴史』における過去の再構築─』

本　名　　　純

〈論　文〉

「今年は選挙一色のインドネシア」 『世界週報』１月27日号 2004年１月

「４月選挙へ過熱するインドネシア」 『世界週報』４月13日号 2004年４月

「大統領選挙の行方」 『JICA Frontier』』 59 2004年６月

「インドネシア/「ユドヨノ現象」の表と裏」 『世界週報』８月３日号 2004年８月

「大統領選を控えたインドネシアの政治規模― 『改革者』９月号 2004年９月
大きな地殻変動は起こるか」 政策研究フォーラム

「ユドヨノ大統領に変革は可能か？」 『世界週報』10月26日号 2004年10月

〈調査報告〉

「インドネシアにおけるわが国の平和構築支援の JICA東京本部 2004年10月
現状と課題」

「インドネシア・ユドヨノ政権に課せられた政治の 財務省国際局 2004年10月
問題群」

〈学会発表〉

「インドネシアの2004年選挙―民主政治の前進と 比較政治学会 2004年10月
課題―」 東南アジアコーカス

「Indonesia’s New Presidency: Yudhoyono’s アジア政経学会全国大会 2004年10月
Political Success and Challenges」
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〈研究発表〉

「Indonesia’s 2004 Elections: Assessing New Indonesia and Japan in the 2004年８月
Political Trends」 21st Century Asia Pacific,

Symposium organized by
University of Indonesia and
the University of Tokyo

「マシーン・ポリティックス―ジャワとバリに アジア経済研究所インドネシア 2004年10月
おける闘争民主党の選挙政治」 研究会

〈講　演〉

「総選挙・大統領選挙を控えた政治と治安の動向」 ジャカルタ・ジャパンクラブ 2004年２月
中小企業連合講演会

「General Elections in 2004: Political Development」 Asian Network for Free 2004年３月
Elections (ANFREL),
Jakarta, Indonesia

「インドネシアは生まれ変われるのか～大統領 ジャカルタ・ジャパンクラブ 2004年８月
選挙の行方とこれからのインドネシア」 中小企業連合会共催講演会

「The Role of Security Forces in the Presidential UNDP Jakarta Office 2004年９月
Election」

〈その他の文筆活動〉

「連載（全10回）激動のインドネシア―総選挙・ 『ジャカルタ新聞』１─９月 2004年1─9月
大統領の行方」

松　下　　　冽

〈著　書〉

「グローバリズムへの挑戦―ローカルの視点から―」 関下稔・小林誠編『統合と分離 2004年４月
の国際政治経済学』
ナカニシヤ出版

〈論　文〉

「グローバル化時代における国民国家変容の一断面 『アジア・アフリカ研究』 2004年７月
（上）─『失敗国家』・『崩壊国家』試論─ Vol.44 No.3

「グローバル化時代における国民国家変容の一断面 『アジア・アフリカ研究』 2004年10月
（下）─『失敗国家』・『崩壊国家』試論─ Vol.44 No.4

南　野　泰　義

〈その他〉

「北アイルランド紛争における権力分有型合意形成 『科学研究費補助金研究成果 2004年５月
モデルの適用とその社会的影響の研究」 報告書』（2002年度）
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文　　　京　洙

〈論　文〉

「グローバリゼーションと公共性―韓国における 関下稔・小林誠編『統合と分離 2004年４月
『韓国的競争国家』と民主主義」 の国際政治経済学』

ナカニシヤ出版

森　岡　真　史

〈論　文〉

「初期ネップ下の提言にみるブルツクスの経済発展観」 『ロシア・東欧学会年報』 2004年９月
第32号

「利潤率の均等化と交差調整」 『季刊経済理論』第41巻３号 2004年10月

〈書　評〉

関根順一著『土地支配の経済学』 『季刊経済理論』第41巻２号 2004年４月

山　形　英　郎

〈論　文〉

「国際司法裁判所における反訴の受理可能性」 安藤仁介・中村道・位田隆一編 2004年５月
『21世紀の国際機構：課題と展望』
東信堂

「国際法への挑戦：『人間の安全保障』」 佐藤誠・安藤次男編『人間の 2004年11月
安全保障：世界危機への挑戦』
東信堂

〈学会発表〉

「国際裁判所の多様化」 国際法学会 2004年10月

Maya Higashi Wakana（若菜　マヤ）

〈論　文〉

The Social World of Henry James’s Ritsumeikan Annual Review 2004年12月
The Spoils of Poynton: Reciprocity, of International Studies Vol.3
Allegiances, and Human Behavior

〈研究発表〉

Henry James’s Texts as ‘Ideal Types’ The Borders of Realism in 20th 2004年12月
Century Narrative Literature

Michel WASSERMAN

〈著　書〉

『LE DERNIER POTLATCH』 L’ HARMATTAN 2004年５月
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